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山男 


1. 緒 
ホヤ 又は サル バ の 心臓 に 及ぼ す ニ ュ チ ン の 作用 に つい て は こと れ ま で に Schultze ("01), Waterman (43) 
等 に よる 研究 が ある 。 こ こ で は ヘン ゲ ボ ャ の 心 堪 に 茅 ぼ すす = ュ チン の 作用 に つい v ヽ ^ て の 観察 結果 を 報告 する 。 
| 覆 料 及び 研究 方 法 


材 准 友 び 研 完 方 法 は 幸 文 V と 同様 で も る 。 ニュ チン (Merck) の 濃度 は 1x10-#。 1x10-5 及び x10-? 
の 三種 と し た 。 蜂 し 一 相 の 全 心 坦 数 及ば す 作 用 の と き は これ 以外 の 濃度 を 用 い た こと が あぁ る 。 


JIT. 実 際 結果 
第 1 表 は = ュ チ テン を 心 虚 に 作用 させ た 実験 例 を あげ た も の で ある 。 数 値 は 1 分 間 の 心 提 頻 数 を 示し た 。 
第 エ 表 心理 類 数 に 及ぼ す = コ チン の 作用 


| 対 - 隔 ・ a | 作 用 
漠 度 | 心 提 | 2 ] ーーーー ーー 
在 更 | 1。 。 | 下期 
a * ュ ユ 107.0 116.6 | 97.4 13.8 
2 119.8 - 137.1  - | 102.5 | 22.7 
- 1 xx10-3 2 - 1 - 
2 3 102.6 | 108.3 | 96.9 18.8 
Re 81.1 85.7 | 76.5- 23.1 
ここ _- { 8 i 
{ 
110.9 121.7 ; 100.1 83.9 


98.4 - | 105.9  : 90.9 91.6 


a. . 江 度 1x10-?: 心 掲 頻 数 は 実験 例 ユー4 に 示し た 通り 何 の 方 向 の 心 援 で も 共に 著しく 滅 少 し た 。 一 般 
< 作用 させ る と 直 に 心臓 は 頻 数 の 甚 し い 減少 か 不 規則 な 心 捜 を 示し や が て 改 縮 し た 駄 態 で 停 正す る 。 ま た = 
ュ チ ン の 作用 に よ . る 心理 の 変人 氏 で は 区 の 三 つ の 場合 が 起 る 。 第 1 は 直ちに 交代 は せ ず し て その まま 不 規則 な 
心 提 に な る 。 第 2 は ab の 心理 が 作用 直後 に ad の 心 提 と 交代 する 。 第 3 は ad の 心理 が ab の 心 提 と 護 ち 


. 1) . 下田 臨海 実 論 所 業績 Ne. 72. - . ee 
2) 文部 省 科 学研 究 費 に よる 研究 の 一 部 。 . 
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変人 氏 す る 。 こ の 中 第 2 の 飼 は 12 回 の 実験 に お いて 8 回 あり , 第 3 の 例 は 12 回 の 中 6 回 あり , 将 余 は 第 
1 1 
b. 濃度 110-*: 頻 数 の 胡 化 は 例 5~8 に 示し た よう に 耳 心 畠 共 に 著しい 滅 少 又は 録 動 の 限界 内 で は あ 
る が 対 朋 の 平均 値 よ り 滅 少し て いる 。 欺 に 作用 に よる 心理 の 変 代 で は , 時 に ab の 心理 が ad の 心 提 と 直 に 
次 代 し 又は その 逆 の こ と も ある 程度 で 著しく な い 。 この 交代 は 不安 定 で 間もなく も と の 心 坦 と 変 代 する こと 
が 多い 。 
-. 漠 度 Ix10-?: 韻 数 の 抽 化 は 突 除 例 9 て 12 の よう に ab の 心 提 は 著 し い 噌 加 又 は その 傾向 を 示 し , ad 
の * な い 。 次 に 作用 に よ つ て 心理 が 交代 する と と は 全然 な か つた 。 
以上 の 結果 を 練 丘 する と 第 2 婦 と な る 。 守 に 用 い MA V に 準ずる 。 
環 時 性 作用 は ab の 心 提 に 対し 
て は 高 濃度 で 著しい 鋼 を 示す が 低 RA 
濃度 で は 正 の 傾向 を 示し , ad の 濃度 | 0 \ 
心 坦 に 対 し て は 高温 度 で は 著しい ーーーーーー SS | 
負 を 示す が 低 濃度 で は 殆ど 作用 が 1xi0-3 上 
な い 。 次 に 高 沸 度 の = ュ チ ン は 心 . 
提 の 変 代 を 頻繁 に し 芋 基 し く 混 乱 ' | (っ aq) 
させ る の で あつ て , 一 方 向 の 心 揚 1X10-5 
が 他方 向 の 心理 ょ り 容 易 に 変 代 す | 
る と いう こと が な い 。 こ の 事実 は | 0 
休 の 薬品 の 作用 と 甚 し く 粗 邊 す る Se 
点 で ある 。 更に 高 沿 度 の 1X10-* ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
を 作用 させ る と 心 埋 は 間もなく 停止 する が , それ 迄 は 極め て 交代 が 激しく な り 1, 2 回 の 心 揚 だ け で 交代 す 
る こと ゃ 珍し く な い 。1x10-? で は 不 規則 な 心 揚 を 行い や が て 停止 し, 1x10-5 で は 不 規則 な 心 揚 や 衝突 脈 
を 混 え る こと が ある 。 そ し て 1x10-? で は = ニュ チン の 作用 に ょ る 心 提 の 交代 は 全く み ら れ な く な る 。 
d. 一 相 の 全 心 提 数 に 及ぼ す 作 用 : 第 3 壮 は 一 粗 の 全 心 捜 数 に 及ば す ニ ュ テ チン の 作用 で ある 。 


| (っ ab) : 


(っ ab) 


1x10-7 


第 3 表 一 相 の 金 心理 数 に 及ぼ ば す = ニ ュ チ ン の 作用 


対 照 作 ・ 用 
濃度 | 心 揚 ーーーーーーー ーー トー - 
ーー 棚 の 全 心 理数 心 提 頻 数 一 相 の 金 心 考 数 心 導 頻 数 
ab | 301 。 94.5 14 25.0 
』 10-3 8 
ad | 264 90.9 17 | 23.1 
312 101.3 85 84.9 _ 
1x10-4 
‘251 96.0 143 83.8 
375 104.4 177 95.2 ] 
ix10-6 - ーー- 
309 : 99.2 142 94.4 


各 濃度 共 は - 相 の 全 婦 数 を 波 少 きせ 香 に 濃度 が 聞い 得 そ の 作用 が 直し い 。 こ こ に 用 いた 濾 諾 陣 還 で は 岳 
揚 類 数 と も 減少 する 。 然し て 一 相 の 全 心 理数 の 滅 少 が 非常 に 著しい こ と か ら ゃ 心 揚 の 交代 は 極め て 問 筑 に な 
る こと が わか る 。 低 謀 度 の = ェ ュ チン を 作用 させ た 時 は 一 相 の 全 心 提 数 は 更に 対 央 に 近く な る 。 何 ほ 第 3 表 に 
載せ た 1x10-3 の 場合 は 心 揚 が 停 下す る 区 の 測定 値 を 下 均 し た も の で ある 。. 表 に 一 相 の 会 心 手数 を 雨 心 提 
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相 で 比較 する と 必ず し ゃ ab>ad の 関係 を 保 た ず , その 逆 を 示す こと が 高 測度 に お いて み ら れ る 。 即ち 届 
提 頻 数 と 一 相 の 金 心 提 迷 の 大 小 が = ュ チ ン の 作用 で 必ず し ゃ 下行 し て 起 ら な い の で ある 。 
IV. 老 察 
ヘン ゲ ボ ヤ の 心臓 に 及ば す ニ ュ テ ン の 作用 を 他 の 動物 の 心臓 と 比較 し て 考察 する と 次 の よう で ある 。 
ヘン ゲ ボ ヤ の ab 中 心 の 活動 性 は 低 濃度 の = コチ ン に よ つ て 促進 さ れる が 高 江 度 で は 甚 し く 却 制 さ れる 
の み で あり , ad の 中 心 な 殆ど 促進 作用 が * み られ ず 肖 度 が 高く な る に 従い 抑制 作用 が 著しく な る 。 さて 甲 帝 
類 で は 一 毅 に 低温 度 の ニュ テン で 促 3 粒 吉 二 sg (Davenport "41) し , 昆虫 で は 種類 に ょ り 相 違 し 抑 制 の み 
(Harmilton 739) の も の と 低 交 度 で は 促 之 か る (Yeager and Gaham '37, Davenport 49) も の と あ 
る 。 敷 体 動物 で は 一 般 に 抑制 作用 で あぁ る が 時 に 促 準 作 必 の 現れ る 場合 も ある (松井 "45)。 

Salpa africana maxima の )p 肢 に 及ぼ す ニ ュ チ ン の 作用 は 1x10-* 程度 の 濃度 で 抑制 し 旦 つ 心 捜 を 不 規 
則 に し , 1x10-5 程度 で ad の 心 提 を や や 促進 し ab の 心理 を や や 抑制 する (Schultze "01)。 ま た Pero- 
NG uridis の 渦 臓 で は 濃度 及び 作用 させ た 時 間 に よ り 促 進駐 は 抑制 を 示し 特に 却 観 は ab の 心 博 に 著 し 

。 古く Kruckenburg は ニコ チン が Salpa の 締 経 球 に 作用 する と ad の 相 の 時 間 を 蔵 少 させ る 事実 が * あ 
NE RE と 結論 し て いる (Waterman ?43)。 ヘン ゲ ボ ャ ヤ 
の 心臓 に 及ぼ す ニ ュ チ ン の 作用 は 上 逃 の Sg の g KK Perophora の 場合 と 似 て いる 点 が 多い 。 : 

次 に = ュ チ テン に よ る 必 控 の 変 代 は 特異 的 で ある 。 ad の 心 揚 の 際 に アモ チー ルコ リン , アド レナ チリ ン 等 を 
作用 させ る と 直 に ab の 心理 と 交代 し た ( 報 文 V, VI)。 釣る に 高 冊 度 の = ェ ュ チン に よる 心理 の 変 代 は ad 
の み で な く 時 に ab の 心理 が ad の 心理 と 次 に 交代 する こと も ある 。 それに 心 捜 の 交代 は 頻 穫 . に な り 時 に は 
衝突 須 を 生 レ る 。 こ の よら 5 に = ニュ チン は 心 提 の 交代 に 対 し 特殊 な 作用 を 有 し て い る 。 何 こ の 作用 は 持続 的 で 
材料 を 海 に 戻し て も 短 時 間 で は 消失 し な い 。 

V. 摘 妥 

1. 高 沿 度 の = ニュ チン は 雨中 心 の 活動 性 を 著しく 抑制 し 低 濃 度 は ab の ad 
の 中 心 に は 殆ど 作用 が な い 。 

2. 高 濃度 の = ェ ュ チン は 心 提 の 交代 を 頻繁 に 行わ せる と 共に 時 に 衝 究 脈 を 起き せる 。 

3. 高弟 度 の = ュ ュ チン の 作用 は 甚 し く 持 続 的 で ある 。 
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Resume 


Physiological Studies on the Heart of ‘an Ascidian,- Polycitor mautabilts Oka 
VII. The Action of Nicotine 
Arinobu EBARA 
Shimoda Marine Biological Station, Tokyo University of Literature . and Science 


1) The action of nicotine on the jintact heart of Polycitor miutabilis has bsen observed. | 

2) - High concentrations of nicotine produce a remarkable negative chronotropic action and induce 
aberrant rhythms. While, low concentrations cause an increase in the rate of abvisceral heart- 
beats, . and they hardly have an action on the frequency of advisceral heart-beats (Table 1). 
_3) The effect of high concentration of nicotine is Yery noticeable and it persiste f for more than 
24 hours. 

4) The direction of heart beat reyerses very often by the application of nicotine and the con- 
flicting pulsation sometirnes occurs at high concentratiorts. 


( 3) 
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